
平成２４年３月３０日 
国土交通省中部地方整備局 

「施工パッケージ型積算方式（仮称）」の説明会の開催について 

お知らせ 
 
１．概  要 

平成２４年１０月１日以降に入札する工事より、「ユニットプライス型積算

方式」の課題を改良した新たな積算方式として、「施工パッケージ型積算方式

（仮称）」を導入することとしましたので本方式の概要及び積算システムの操

作方法等について積算技術を実施するもしくは業務への参加を希望する企業

等を対象とした説明会を実施しますのでお知らせ致します。 
 
２．説明内容 
   ①「施工パッケージ型積算方式（仮称）」の概要   （別紙－１） 
   ②「施工パッケージ型積算方式（仮称）」システム操作方法 
 
３．日  時 
  平成２４年４月２４日（火） １４：００～１６：００ 
              ※１３：３０から受付を開始します。 
 
４．場  所 
  ウィルあいち ウィルホール     （別紙－２） 
  名古屋市東区上竪杉町１番地 
   ※公共交通機関のご利用にご協力下さい。 
 
５．対  象 

①発注者支援業務の積算技術業務員及び積算技術業務等の受注に意欲のあ

る民間企業等 
②興味のある建設会社 
③自体体職員 

 
６．申込み方法             （別紙－３）  
  電子メールにて会社名、役職、参加者氏名、電話番号をご記入の上、お申

し込み願いします。 
なお、各社参加者の人数制限は設けておりませんが、万一申込み定員に達

した場合は、人数調整させて頂くことがありますので、予めご了承下さい。 
メール送信先：hinkaku@cbr.mlit.go.jp 

  〆切り：平成２４年４月１６日（月）１７：００必着 
※当日は名刺にて受付を行いますので、名刺をご持参のうえお越し下さい。    
 
 
７．問い合わせ先 

中部地方整備局 企画部 技術管理課 基準第一係 
         TEL：０５２（９５３）８１３１ 

入場無料 ８００名 

入場無料 

８００名 



 

  平成 24 年２月 15 日 

国 土 交 通 省 

 

『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の試行導入について 

 

国土交通省では、受発注者双方の積算労力の軽減等を目的とした「ユニットプライ

ス型積算方式」を平成 16 年度より一部の工事で試行してきましたが、当該積算方式

について価格の妥当性への懸念、価格の透明性確保等の課題が指摘されてきたところ

です。 

このため、積算の効率化の一層の促進と「ユニットプライス型積算方式」の課題を

改良した新たな積算方式として、『施工パッケージ型積算方式（仮称）』を土木工事

において試行導入することとしましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

■『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の概要  

・ 直接工事費の積算を機械経費・労務費・材料費を含めた１つの「施工パッケー

ジ単価」で計上する。 

・ 共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の間接費は、従来の積上積算方式と

変わらず率式等を用いて計上する。 

・ 「施工パッケージ単価」は受注者との合意単価と応札者単価を活用しつつ、複

数年の単価の傾向や実際の施工状況等も踏まえた上で、標準単価として設定す

る。 

・ 標準単価と、標準単価から地区毎に設定される積算単価への補正方法を公表し、

「施工パッケージ単価」の価格の透明性を確保する。 

 

■導入の時期等 

・ 平成 24 年 10 月１日以降に入札を行う工事より、「施工パッケージ単価」を用

いた積算方式の試行を開始する。 

・ 平成 24 年度の「施工パッケージ単価」は、ユニットプライス化が進んでいた

舗装、道路改良、築堤・護岸の細別について、先行して設定する。 

・ 平成 24 年度試行状況を踏まえた上で、「施工パッケージ単価」を順次拡大す

る。 

・ 平成 24 年４月１日以降に入札を行う工事から、「ユニットプライス型積算方

式」による積算は実施しない。 

 

 

 

 

＜問い合わせ先＞ 

 国土交通省大臣官房 技術調査課 事業評価･保全企画官 永松 義敬 

           ＴＥＬ ０３（５２５３）８２２１ （内線２２３５３） 

 国土交通省 国土技術政策総合研究所 総合技術政策研究センター 

建設システム課 主任研究官 吉田 潔 

           ＴＥＬ ０２９（８６４）２６７７ （内線３７３２） 

CsUser0
テキストボックス
別紙－１
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『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の導入について

１．導入主旨

○工事の予定価格の算出方法として、従来より、機械経費、労務費、材料費

を積み上げる積算方式（積上積算方式）を行ってきましたが、積上積算

方式は受発注者に多くの負担がかかっていました。

○公共調達制度の一部である積算の効率化は、受発注者の負担やコストの軽

減に繋がり、最終的に社会資本を利用する国民にも効果が及ぶものです。

○こうした背景から、国土交通省では、平成１６年度より受発注者双方の積

算労力の軽減や単価合意による変更協議の円滑化等を目的とした「ユニ

ットプライス型積算方式」の試行を進めてきましたが、当該積算方式に

ついて価格の妥当性への懸念、価格の透明性の確保や弾力的な変更等の

課題が指摘されてきました。

○また、平成22年度よりほぼ全ての土木工事で総価契約単価合意方式を導入

しており、受発注者間で合意した単価の活用も可能となっています。

○このため、積算の効率化の目的を一層果たすため、これまでの「ユニット

プライス型積算方式」の課題を改良した新たな積算方式として『施工パ

ッケージ型積算方式（仮称）』を試行することにしました。

２．『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の概要と特徴

（１）積算の体系

○直接工事費の積算は、基本は機械経費・労務費・材料費を一つにまとめ施

工パッケージ化された単価（以下、「施工パッケージ単価」といいます。）

で行います。

○共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の間接費は、従来の積上積算方

式と変わらず率式等を用いて計上します。 【資料１】

（２）「施工パッケージ単価」の設定

○直接工事費の積算に使用する「施工パッケージ単価」は、総価契約単価合

意方式により受発注者間で合意した単価（合意単価）、及び入札時に応札

者から提出された工事費内訳書の単価を活用して、複数年の単価傾向や

実態調査による実際の施工状況等の変動も踏まえた上で、「施工パッケー

ジ単価」を設定します。 【資料２】
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３．「ユニットプライス型積算方式」で指摘された課題に対する対処

（１）実態を踏まえた適切な価格の設定

○積算上の予定価格は、施工に必要な標準的な費用を設定するものであるた

め、「施工パッケージ単価」の設定においては、受注者との合意単価及び

応札者単価も活用し、分析を行います。

○また、複数年の単価傾向や実態調査による実際の施工状況等の変動を

踏まえた上で「施工パッケージ単価」を設定します。 【資料２】

（２）「施工パッケージ単価」の透明性の確保

○「施工パッケージ単価」は、その設定された価格の透明性を確保するため、

標準単価を公表します。

○また、積算にあたっては、標準単価を実際に工事を行う地域や時期にあっ

た単価（積算単価）に補正するため、標準単価から地域毎に設定される

積算単価への補正方法も公表します。 【資料３】

（３）弾力的な契約変更を実施するための積算体系

○可能な限り弾力的な契約変更を行えるよう、以下のような仕組みとします。

・「施工パッケージ単価」の設定にあたって、数量変動の生じやすい作業

土工(各工種に付随して発生する土工)を分離して単独で施工パッケー

ジ化することで、作業土工の施工量の変動に対して弾力的な変更を可

能とします。 【資料４】

・積算の条件区分が変わらず、施工数量が増減した場合は、施工数量の

増減による変更を実施することとします。

・条件区分が変わるような変更（運搬距離の変更、土質の変更、昼夜間

施工の変更等）の場合は、変更後の施工条件に合致する条件区分の「施

工パッケージ単価」による変更を実施することとします。

４．試行の導入時期等

○平成24年10月１日以降に入札を行う土木工事から『施工パッケージ型積算

方式(仮称）』による積算の試行を開始します。 【資料５】

○平成24年度の「施工パッケージ単価」は、ユニットプライス化が進んでい

た舗装、道路改良、築堤・護岸の細別について、先行して設定します。

○平成24年度の試行状況を踏まえた上で、「施工パッケージ単価」を順次拡

大します。

○「施工パッケージ単価」を導入した部分については、全ての土木工事にお

いてこの単価を用いて積算を試行することとし、積上積算方式での積算

は行いません。

○平成24年度に入札を行う工事から、「ユニットプライス型積算方式」によ

る積算は実施しません。
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５．『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の試行による効果

（１）受注者への効果

○元下間の契約の透明性の向上

・「施工パッケージ単価」として直接工事費が公表されるとともに、施工パ

ッケージ単位で総価契約単価合意を実施し、合意単価が示されることに

なるため、元下間の契約の透明性にも効果が見込まれます。

○価格の透明性の向上

・標準単価及び積算単価への補正方法等を公表することにより、発注者の

価格設定が明確化され、受注後の単価協議や設計変更時等における受発

注者の協議の円滑化が見込まれます。

（２）発注者への効果

○積算業務の負担軽減

・発注者の積算作業の簡素化が図られます。

○標準歩掛調査の負担軽減

・地方整備局等の職員が、毎年実施している標準歩掛調査や、標準歩掛の

検討・取りまとめについて、施工パッケージ化により単価の収集・分析

を行うことで、価格の設定が簡素化され、標準歩掛調査の負担の軽減が

図られます。



『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の概要と特徴

『施工パッケージ型積算方式（仮称）』とは、直接工事費について、施工単位ごとに機械経

資料－１

積上積算（現行）
『施工パッケージ型積算方式ユニットプライス型

『施工パッケ ジ型積算方式（仮称）』とは、直接工事費について、施工単位ごとに機械経
費、労務費、材料費を含んだ施工パッケージ単価を設定し、積算する方式です。

積上積算（現行）
（仮称）』積算方式（現行）

直接工事費

直接工事費ユニット

（踏掛版工）

「施工ﾊﾟｯｹｰｼﾞ単価」

（踏掛版工）

(踏掛版の施工）

工種Ａ
（ｺﾝｸﾘｰﾄ）

工種Ｂ
（型枠）

工種Ｃ
（鉄筋）

直接工事費
（ｺﾝｸﾘｰﾄ＋型枠＋鉄筋＋目地板）

共通仮設費の一部
例 準備費(準備 測量費)

工種D
（目地板）

直接工事費
（ｺﾝｸﾘｰﾄ＋型枠＋鉄筋＋目地板）

共通仮設費（率分）

例：準備費(準備・測量費)
技術管理費(品質管理費等)

例：準備費(準備・測量費)
技術管理費(品質管理費等)

現場管理費の一部
上記直接工事費、共通仮設費の

共通仮設費（率分）

例：準備費(準備・測量費)
技術管理費(品質管理費等)

共通仮設費の一部

共通仮設費（積上げ分）

例：安全費(交通誘導員等)
技術管理費(特別な品質
管理)

間接工事費ユニット

一部に対する現場管理費 共通仮設費（積上げ分）

例：安全費(交通誘導員等)
技術管理費(特別な品質
管理)

現場管理費

現場管理費の一部

間接費の計上
方法は積上積
算と同様。

例：安全費（交通整理員等）
営繕費（現場事務所等）

上記共通仮設費の一部に対する
現場管理費

現場管理費

11
一般管理費等

一般管理費等
一般管理費等

積算の
基準併存

現場管理費



『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の概要と特徴

「施工パッケージ単価」は 受発注者で合意した単価（合意単価）及び応札者単価を活用し

資料－２

「施工パッケージ単価」は、受発注者で合意した単価（合意単価）及び応札者単価を活用し、
収集したこれらの単価を分析し、複数年の単価傾向や実態調査による実際の施工状況等
の変動も踏まえた上で、新たな「施工パッケージ単価」を設定します。

設計 積算設計 積算 入札入札 単価合意単価合意

契約の流れ

設計・積算設計・積算
施工パッケージ単価

（積算単価）を用いて積算

入札入札
工事費内訳書

の提出

契約
単価合意単価合意

総価契約の内訳として
細別毎に単価を合意

完成設計変更

標準単価 ⇒ 積算単価へ補正 合意単価合意単価応札者単価

施工パッケージ単価施工パッケージ単価
実績ＤＢ実績ＤＢ

・データ分析（標準単価と補正式を公表）

実態調査 変動状 も確認

22
実態調査結果実態調査結果

・実態調査の変動状況も確認



『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の透明性の確保

価格の透明性を確保するため 「施工パッケージ単価」は 標準単価と補正式を公表します

資料－３

価格の透明性を確保するため、「施工パッケ ジ単価」は、標準単価と補正式を公表します。
「標準単価」から積算を実際に行う地区の「積算単価」には、地域補正及び物価変動による
補正を行います。

≪補正式≫≪補正式≫

H24.10 鹿児島 積算単価

H23.9東京
標準単価 Ｒ××

H24.10鹿児島労務単価
H23.9東京労務単価

Ｚ×
H24.10鹿児島材料単価

H23.9東京材料単価＋＋＝

Ｋ：標準単価に占める機械費の構成割合

Ｋ×
H24.10鹿児島機械単価

H23.9東京機械単価

を公表

標準単価に占める機械費の構成割合
Ｒ：標準単価に占める労務費の構成割合
Ｚ：標準単価に占める材料費の構成割合

33



弾力的な契約変更の取組

作業土工の施工量の変動に対して弾力的な変更を可能とするため 数量変動の生じやすい

資料－４

作業土工の施工量の変動に対して弾力的な変更を可能とするため、数量変動の生じやすい
作業土工を分離して、単独で「施工パッケージ単価」を設定します。

計画法面

施工基面

(計画路床面)

現地地盤

掘 削 作業土工

(床堀り・埋戻し)

擁壁

ユニットプライス型積算方式
（作業土工含む）

施工パッケージ型積算方式
（作業土工を分離）

擁壁

掘 削
作業土工

作業土工

(床堀り 埋戻し)

掘 削＋ ＋ ＋作業

(床堀り・埋戻し)

擁壁
擁壁

(床堀り・埋戻し)

掘削ユニット 擁壁ユニット

＋ ＋ ＋

掘削 擁壁 作業土工

44

掘削ユニット 擁壁ユニット
（作業土工含む）

掘削
パッケージ

擁壁
パッケージ

作業土工
パッケージ



『施工パッケージ型積算方式（仮称）』の導入スケジュール 資料－５

年度 平成２３年度 平成２４年度

月 ２月 ３月 ４月～９月 １０月～３月

積算方式の適用

積上積算（H23歩掛）

トプライス型

積上積算

「施 パ ジ 積算方式 仮称

積上積算（H24歩掛）

ユニットプライス型
積算方式

廃止

「施工パッケージ型積算方式（仮称）」

積上積算歩掛関係
積上積算歩掛（H24年度）
の改定通知

施工パッケージ型積算方式関係 「施工パッケージ型
積算方式（仮称）」の

試行発表

○施工パッケージ型積算方式関連通知の発出
（標準単価、機労材構成比の公表 等）

施工パッケージ型積算方式
による入札

入札契約手続き
（施工パッケージ型積算）

施工 完成

による入札

55



積算単価への補正方法（具体例） 参考

H24.10 鹿児島 積算単価

東京 鹿 島労務単価 鹿 島材料単価鹿 島機械単価H23.9東京
標準単価 Ｒ××

H24.10鹿児島労務単価
H23.9東京労務単価

Ｚ×
H24.10鹿児島材料単価

H23.9東京材料単価＋＋＝

を公表 Ｋ：標準単価に占める機械費の構成割合

Ｋ×
H24.10鹿児島機械単価

H23.9東京機械単価

を公表
Ｒ：標準単価に占める労務費の構成割合
Ｚ：標準単価に占める材料費の構成割合

条件 お る鹿 島 掘削 積算単価を算出する

≪ 補正の実例≫
下記条件における鹿児島H24.10の掘削の積算単価を算出する。

【積算条件】
土 質：土砂
施工方法：ｵｰﾌﾟﾝｶｯﾄ

公 表
構成比 規 格

【機労材構成費・規格（公表）】【標準単価（公表）】
245.1円／m3

施工方法：ｵ ﾌ ﾝｶｯﾄ
押 土：有
施工数量：30,000m3未満

Ｋ 0.5586 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 湿地 排対１次 20t
Ｒ 0.2210 特殊運転手
Ｚ 0.2204 軽油 1.2号

23,900 17,600 108.5

23,900 17,300 109.2

＝

×

245.7 円/m3

＋0.5586 0.2210 0.2204
積算単価

（鹿児島 H24.1）
＝ 245.1 × × × ＋

(鹿児島 H24.10)
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●地下鉄「市役所」駅 2番出口より東へ徒歩約10分
●名鉄瀬戸線「東大手」駅 南へ徒歩約8分
●基幹バス「市役所」下車 東へ徒歩約10分
●市バス幹名駅1「市政資料館南」下車 北へ徒歩約5分

説明会 会場案内（ウィルあいち）

別紙－２



中部地方整備局
企画部技術管理課
基準第一係　　　　　宛

メール送付先 hinkaku@cbr.mlit.go.jp （クッリクして下さい）

平成２４年４月２４日　「施工パッケージ型積算方式（仮称）」の説明会　参加申込み書

記載例 （株）○○　■■支店 △△長 ●●　▲▲ 052-111-1111

※参加申込みによる個人情報は、施工パッケージ型積算方式の説明会に必要な範囲内で利用させて頂き、第三者に提供する
ことは一切ありません。

電話番号所属 役職 氏名

お知らせページのここをクリックすると
エクセル様式がダウンロードできます

別紙－３




